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古
く
は
南
蛮
系
世
界
地
図
と
と
も

に
描
か
れ
た
人
物
図
を
、
人
物
図
の

み
を
描
い
て
巻
物
に
仕
立
て
た
も

の
。「
大
明
」「
大
清
」
か
ら
始
ま
る

世
界
四
十
カ
国
の
男
女
の
人
物
を
描

い
て
い
ま
す
。

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）、
井
伊

家
十
二
代
直な

お

亮あ
き

（
一
七
九
四
～
一
八

五
〇
）
が
金
五
両
三
歩
銭
五
百
四
十

文
で
購
入
し
ま
し
た
。
直
亮
自
身
が

記
し
た
買
物
帳
と
作
品
の
書
付
に
よ

れ
ば
、
彦
根
藩
医
の
河か

わ

村む
ら

順じ
ゅ
ん

碩け
ん

に
江

戸
で
入
手
さ
せ
、「
珍
し
き
品
」
で

あ
っ
た
た
め
に
取
り
入
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
直
亮
は
、
家
臣
な
ど
に

指
示
し
て
種
々
の
品
を
入
手
し
、
晩

年
ま
で
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
充
実

さ
せ
続
け
ま
し
た
。
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狂
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諸
御
大
名
様
并
御
役
人
中
様
方

御
通
行
之
節
宿
々
馳
走
覚

●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展

示

案

内

展
示
室
１

展
示
室
１

展
示
室
１
～
３

特
別
展

テ
ー
マ
展

企
画
展

井
伊
家
十
二
代
の
直な
お

亮あ
き

（
一
七
九
四
～

一
八
五
〇
）
の
人
生
は
、
質
量
と
も
に
充
実

し
た
、
多
彩
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
彩
ら
れ
た

も
の
で
し
た
。

既
に
日
本
有
数
の
楽
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
雅
楽
器
を
は
じ
め
、
甲か
っ

冑ち
ゅ
う
や
兜
か
ぶ
と
、
刀
剣
、
更さ
ら

紗さ

、
書
画
、
典
籍
、
文

房
具
、
時
計
や
オ
ル
ゴ
ー
ル
、
ピ
ス
ト
ル
な

ど
の
南
蛮
渡
来
品
等
、収
集
対
象
は
幅
広
く
、

民
間
の
窯
を
買
い
上
げ
て
藩
直
営
と
し
て
好

み
の
焼
き
物
も
作
ら
せ
て
い
ま
す
。

直
亮
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
き
な
特
色

は
、
詳
細
を
記
し
た
道
具
帳
を
自
ら
作
成
し

て
い
る
点
で
す
。
自
分
の
審
美
眼
で
も
っ
て

物
を
収
集
し
、
細
か
く
把
握
し
、
意
に
叶
っ

た
も
の
に
囲
ま
れ
て
生
き
る
姿
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
す
。

本
展
は
、
直
亮
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心

に
、
同
時
代
の
大
名
の
そ
れ
も
併
せ
て
紹
介

し
、
大
名
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
質
を
考
え

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

井
伊
家
伝
来

狂
言
の
面

お
も
て

と
装

し
ょ
う

束ぞ

く

　

狂
言
は
、
猿さ
る

楽が
く

の
滑こ
っ

稽け
い

な
も
の
ま
ね
芸
が

洗
練
さ
れ
て
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に

成
立
し
た
喜
劇
で
す
。
幽
玄
を
旨
と
す
る
能

と
は
異
な
り
、
笑
い
を
誘
う
台
詞
と
身
ぶ
り

に
よ
っ
て
、
中
世
の
庶
民
の
姿
を
い
き
い
き

と
描
き
出
し
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
能
面
、
能
装
束
と
は
異
な
る
、

狂
言
の
諧か
い

謔ぎ
ゃ
く

味み

あ
る
面
お
も
て

や
大
胆
な
デ
ザ
イ
ン

の
装
し
ょ
う

束ぞ
く

の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

江
戸
時
代
、
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
た
彦

根
藩
の
領
内
に
は
、
中な
か

山せ
ん

道ど
う

や
北ほ
っ

国こ
く

脇わ
き

往お
う

還か
ん

な
ど
の
街
道
が
通
っ
て
い
ま
し
た
。
西
国
や

北
陸
の
大
名
た
ち
は
、
参
勤
交
代
の
道
中
で

こ
れ
ら
の
街
道
を
使
い
、
彦
根
藩
領
を
通
っ

て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

領
内
を
通
る
大
名
た
ち
に
対
し
て
、
彦
根

藩
や
そ
の
領
民
は
、「
馳ち

走そ
う

」
と
よ
ば
れ
る

も
て
な
し
を
し
て

い
ま
し
た
。
本
展
で

は
、
彦
根
藩
の
「
馳

走
」
行
為
か
ら
、
江

戸
時
代
の
大
名
同

士
の
関
係
や
大
名

と
領
民
と
の
関
係

を
読
み
解
き
ま
す
。

参
勤
交
代
と
彦
根
藩
領

―
大
名
行
列
を
迎
え
た
人
々
―

彦
根
屏
風
（
部
分
）

■
日
時　

9
月
3
日
（
土
）

11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

茨
木 

恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

■
日
時　

10
月
1
日
（
土
）

11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

松
浦 

智
博
（
当
館
学
芸
員
）

■
日
時　

10
月
29
日
（
土
）　

11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

髙
木 

文
恵  （
当
館
学
芸
員
）

＊
特
別
展
関
連
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

し
ま
す
。
詳
細
は
４
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ギャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

ギャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

ギャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

 

ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

コ
レ
ク
タ
ー
大
名 

井い

伊い

直な

お

亮あ

き

　

― 

知
ら
れ
ざ
る
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
貌 

―

�

彦
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京
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博
物
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�
Im
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age Archives

湖
東
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付
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涛
図
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水
瓶

（
た
ね
や
美
濠
美
術
館
蔵
）

井
伊
直
亮
画
像
（
清
凉
寺
蔵
） 　

９
月
～
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（金）
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（日）
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（金）
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（火）

9
30

（金）

10
24

（月）

狂
言
装
束 

紺
地
蟹
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様

狂
言
面 

祖
父

開
館
30
周
年
記
念
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■
日
時

11
月
６
日
（
日
）
15
時
開
演
（
14
時
30
分
開
場
）

■
演
目

　

大
蔵
流
狂
言　
　
【
解
説
】　

茂
山　

逸
平

「
粟あ

わ

田た

口ぐ
ち

」　　

茂
山
千
五
郎
（
正
邦 

改
メ
）

「
舟ふ

ね　

船ふ
な

」　　

茂
山　

逸
平

「
胸む

ね　

突つ
き

」　　

茂
山　

千
作
（
千
五
郎 

改
メ
）

■
チ
ケ
ッ
ト

　

全
席
指
定

　
　

Ａ
席
（
正
面
席
）　
　

３
千
５
百
円

　
　

Ｂ
席
（
脇
正
面
席
）
３
千
円　

　

10
月
6
日
（
木
）
発
売
開
始

■
日
時

　

９
月
10
日
（
土
）　

15
時
30
分
開
演
（
15
時
開
場
）

■
演
目

　

金
剛
流　

能
「　

巴
と
も
え　

」�

今
井　

清
隆　

　

大
蔵
流
狂
言
「
魚う

お

説ぜ
っ

教き
ょ
う」�

茂
山　

正
邦　

　

金
剛
流　

能
「
枕

ま
く
ら

慈じ

童ど
う

」�

種
田　

道
一　

■
チ
ケ
ッ
ト

　

 

全
席
指
定

　
　

Ａ
席
（
正
面
席
）　
　

５
千
５
百
円

　
　

Ｂ
席
（
脇
正
面
席
）
５
千
円

　

発
売
中

＊
開
演
時
刻
・
演
目
・
出
演
者
等
は
、
都
合
に
よ
り
、

や
む
な
く
変
更
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
当
館
受
付
お
よ
び
お
電
話
に
て
お
求
め

い
た
だ
け
ま
す
。

　
（
発
売
初
日
は
、
館
内
販
売
９
時
～
、
電
話
予
約
10

時
～
）

＊
未
就
学
児
の
方
は
ご
入
場
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

能
・
狂
言

第
50
回

彦

根

城

能

錦
秋
狂
言
の
集
い

ガ
ラ
ス
乾か

ん

板ぱ
ん

写
真
に
写
さ
れ
た
演
能

　

井
伊
家
十
五
代
直な

お

忠た
だ

（
一
八
八
一
～

一
九
四
七
）
は
、
観
世
流
の
梅う

め

若わ
か

万ま
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

（
一
八
六
八
～
一
九
四
九
）
や
六ろ

く

郎ろ
う

（
一
八
七
八

～
一
九
五
九
）
に
師
事
し
、
生
涯
、
能
に
打
ち

込
ん
だ
人
物
で
す
。
自
ら
舞
台
に
立
ち
、
演
目

に
よ
っ
て
は
プ
ロ
も
恐
れ
憚

は
ば
か

っ
て
避
け
る
程
と

賞
賛
さ
れ
る
腕
前
で
し
た
。
当
館
が
所
蔵
す
る

能
楽
関
係
資
料
も
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
め
に

か
け
て
直
忠
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

さ
て
、
当
館
が
所
蔵
す
る
資
料
の
中
に
、

三
十
枚
の
ガ
ラ
ス
乾
板
写
真
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
中
に
は
、
壮
年
の
直
忠
と
男
性
を
撮
影
し
た

三
枚
、
敷し

き

舞ぶ

台た
い

で
仕し

舞ま
い

を
舞
う
直
忠
を
写
し
た

一
枚
の
他
に
、
能
舞
台
で
の
演
能
写
真
十
七
枚

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
十
七
枚
の
内

十
六
枚
は
、
演
能
中
の
舞
台
を
正
面
か
ら
撮
影

し
た
も
の
で
、
手
前
に
は
能
を
観
る
人
達
が

写
っ
て
い
ま
す
。
残
り
の
一
枚
は
、
舞
台
に
立

つ
シ
テ
を
脇
正
面
側
か
ら
ア
ッ
プ
で
写
し
た
も

の
で
す
。
直
忠
の
写
真
と
共
に
箱
に
収
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
演
能
写
真
も
直

忠
に
関
係
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
元
々
こ
の
写
真
を
納
め
て
い

た
紙
箱
の
「
昭
和
六
年
六
月
一
日
能
」
の
書
付
、

同
日
の
日
付
が
あ
る「
井
伊
神
社
奉
納
能
番
組
」

（
井
伊
家
伝
来
文
書
）
か
ら
、
舞
台
を
正
面
か

ら
写
し
た
十
六
枚
は
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

六
月
一
日
に
井
伊
神
社
（
彦
根
市
）
で
行
わ
れ

た
奉
納
能
の
写
真
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。井
伊
神
社
は
井
伊
家
の
始
祖
共と

も

保や
す

を
祀ま

つ

り
、

後
に
初
代
直な

お

政ま
さ

、
二
代
直な

お

孝た
か

が
合ご

う

祀し

さ
れ
た
神

社
で
す
。
当
時
、
境
内
に
は
彦
根
城
表
御
殿
の

能
舞
台
が
移
築
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
の

演
目
は
〈
玉た

ま

井の
い

〉〈
兼か

ね

平ひ
ら

〉〈
二ふ

た

人り

静し
ず
か
〉（
写
真
）

〈
小こ

袖そ
で

曽そ

我が

〉〈
大お

お

江え

山や
ま

〉
の
五
番
。
写
真
の
演

目
は
こ
れ
と
一
致
し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
枚
、
五
枚
、

四
枚
、
二
枚
、
二
枚
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。〈
玉

井
〉〈
兼
平
〉〈
大
江
山
〉の
シ
テ
は
直
忠
が
、〈
二

人
静
〉
の
シ
テ
は
直
忠
、
ツ
レ
は
万
三
郎
、〈
小

袖
曽
我
〉
の
シ
テ
と
ツ
レ
は
万
三
郎
の
息
子
・

万ま

佐さ

世よ

と
猶な

お

義よ
し

が
務
め
ま
し
た
。
ま
た
、
シ
テ

を
横
か
ら
捉
え
た
一
枚
は
、
白し

ろ

垂た
れ

に
尉

じ
ょ
う

面め
ん

を
か

け
た
姿
か
ら
、
昭
和
四
年
五
月
二
十
八
日
に
同

じ
く
井
伊
神
社
で
行
わ
れ
た
奉
納
能
の
内
〈
実さ
ね

盛も
り

〉の
後
シ
テ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
は
、

直
忠
が
〈
左さ

近こ
ん

〉〈
実
盛
〉〈
土つ

ち

車ぐ
る
ま

〉〈
石

し
ゃ
っ

橋き
ょ
う

〉
を
、

万
三
郎
が
〈
松ま

つ

風か
ぜ

〉
を
演
じ
ま
し
た
（『
朝
日

新
聞
滋
賀
版
』
昭
和
四
年
五
月
二
十
九
日
）。

　

更
に
こ
れ
ら
の
写
真
を
詳
細
に
観
察
す
る

と
、
当
館
所
蔵
の
井
伊
家
伝
来
能
装
束
が
こ
の

時
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。〈
二

人
静
〉
で
直
忠
と
万
三
郎
が
ま
と
っ
て
い
る
長

ち
ょ
う

絹け
ん

は
、
裾
の
流
水
文
と
大
振
り
な
枝
垂
れ
桜
と

思
わ
れ
る
花
の
様
子
か
ら
「
紫
地
扇
面
に
枝
垂

桜
と
流
水
文
様
長
絹
」
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、〈
実
盛
〉
で
は
、「
萌
葱
地
源
氏
香
文
様
半は

ん

切ぎ
れ

」
と
「
浅
葱
金
茶
段
替
亀
甲
繋
ぎ
に
源
氏
車

と
桐
文
様
厚あ

つ

板い
た

」
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
井
伊
家
に
伝
来
し
た
能
装
束
の
具
体

的
な
使
用
例
と
し
て
も
貴
重
で
す
。

　

こ
の
二
回
の
奉
納
能
は
、
直
忠
の
帰
彦
に
あ

わ
せ
て
万
三
郎
一
行
を
東
京
か
ら
招
き
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。
当
時
梅
若
一
門
は
、
免
状
発

行
権
に
端
を
発
し
た
観
世
宗
家
と
の
確
執
に
よ

り
破
門
さ
れ
、
能
楽
界
か
ら
孤
立
し
た
、
い
わ

ゆ
る
観か

ん

梅ば
い

問
題
の
た
だ
中
に
あ
り
ま
し
た
。
直

忠
は
、
そ
の
梅
若
一
門
の
後
援
者
の
一
人
だ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
踏
ま
え
る
な
ら
、

こ
の
写
真
は
、
直
忠
の
演
能
記
録
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
直
忠
と
梅
若
一
門
と
の
関
係
を
考
え

る
上
で
も
重
要
な
資
料
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
今
後

は
文
献
資
料
か
ら
裏
付
け
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茨
木 

恵
美
）

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

昭
和
六
年
六
月
一
日 

井
伊
神
社
奉
納
能
〈
二
人
静
〉
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12月 11月 10月 9月

1
土

29
土

15
土

19
土

３
土

12
土

10
土

17
土

12/
23･24

 

展示替により
一部休室

10/
24～27

 

展示替により一部休室

11/
28～

12/
1

展示替により一部休室

9/1

展示替により
一部休室

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
⑦

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
⑧

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
⑥

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

講
演
会　

特
別
展
関
連
事
業

「
コ
レ
ク
タ
ー
大
名 

井
伊
直
亮
」

能
・
狂
言　

第
50
回
彦
根
城
能

コレクター大名 井伊直亮
― 知られざる大コレクションの全貌 ―

10/28 ～11/27

祈りと救い
 ― 彦根城博物館仏教美術選 ― 

12/1 ～ 12/22

企画展

常設展示　“ほんもの”との出会い

コ
レ
ク
タ
ー
大
名 

井
伊
直
亮

　

― 

知
ら
れ
ざ
る
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
貌 

―

ギャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

ギャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

祈
り
と
救
い

　

― 

彦
根
城
博
物
館
仏
教
美
術
選 

―

ギャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

井
伊
家
伝
来 

狂
言
の
面
と
装
束

井伊家伝来
狂言の面と装束

9/2 ～ 9/27

特別展テーマ展 テーマ展 ９
月
～

12
月

参勤交代と彦根藩領
― 大名行列を迎えた人々 ―

9/30 ～ 10/24

5
日

能
・
狂
言　

錦
秋
狂
言
の
集
い

3
土

10
土

 

25
日 

～
31
土　
　
　

休　

館

ギャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

参
勤
交
代
と
彦
根
藩
領

　

― 

大
名
行
列
を
迎
え
た
人
々 
―

6
日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

特
別
展
関
連
事
業

「
江
戸
時
代
の
コ
レ
ク
タ
ー
大
名

　
　
　

～
個
性
派
大
名
の
饗
宴
～
」

講
演
会　

城
郭
博
物
館
三
館
連
携
講
演
会

開館30周年記念

9/
28･29

 

展示替により一部休室

天
下
人
の
合
戦

― 

信
長･

秀
吉･

家
康 

そ
れ
ぞ
れ
の
分
岐
点 

―

　

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
・
長
浜
市
長
浜
城
歴

史
博
物
館
・
彦
根
城
博
物
館
の
連
携
講
演
会
を
、
今
年

も
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
10
日
（
土
）
午
後
（
時
間
未
定
）

■
会
場　

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

■
定
員　

１
４
０
名（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

■
資
料
代　

５
０
０
円

■
申
込
方
法

　

往
復
葉
書
（
一
人
に
つ
き
一
枚
）。
往
信
の
裏

面
に
、
①
城
郭
博
物
館
三
館
連
携
講
演
会
申
込
希　

望
、
②
住
所
、
③
氏
名
、
④
電
話
番
号
、
返
信
の

宛
名
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

■
申
込
期
間

　

10
月
１
日（
土
）～
31
日（
月
）　

当
日
消
印
有
効

■
申
込
・
問
合
せ
先

　

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

　

〒521-1311　

近
江
八
幡
市
下
豊
浦6678

　

℡　

０
７
４
８
（
４
６
）
２
４
２
４

※
内
容
・
講
師
等
の
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
当
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

井
伊
直
亮
が
蒐
集
し
た
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
紹
介

を
は
じ
め
、
同
時
代
の
コ
レ
ク
タ
ー
大
名
を
取
り
上
げ
、

大
名
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
質
を
考
え
ま
す
。

講
演
会
「
コ
レ
ク
タ
ー
大
名　

井
伊
直な

お

亮あ
き
」

■
日
時　

11
月
５
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

■
講
師　

髙
木
文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

■
会
場　

当
館
講
堂

■
定
員　

60
名

■
資
料
代　

１
０
０
円

　
（
展
示
の
観
覧
に
は
別
途

　
　
　
　

観
覧
料
が
必
要
）

■
申
込
方
法　

　

当
日
受
付
（
先
着
順
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
江
戸
時
代
の
コ
レ
ク
タ
ー
大
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
個
性
派
大
名
の
饗
宴
～
」

■
日
時　

11
月
19
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時
15
分

■
会
場　

当
館
能
舞
台
正
面
見
所

■
報
告
・
講
師
お
よ
び
パ
ネ
リ
ス
ト

　

報
告
１
「
紀
州
藩
主　

徳と
く

川が
わ

治は
る

宝と
み

」

　
　

山
下
奈
津
子
氏
（
和
歌
山
市
立
博
物
館
学
芸
員
）

　

報
告
２
「
平
戸
藩
主

　
　
　

松ま
つ

浦ら

清き
よ
し

（
静せ

い

山ざ
ん

）」

　
　

久
家
孝
史
氏

（
松
浦
史
料
博
物
館

学
芸
員
）

　

報
告
３
「
彦
根
藩
主

　
　
　
　

 

井
伊
直な

お

亮あ
き

」

　
　

髙
木 

文
恵

　
　
　
　
　

 （
当
館
学
芸
員
）

■
定
員　

１
２
０
名

■
受
講
料　

５
０
０
円

　
（
展
示
の
観
覧
に
は
別
途

　
　
　
　

観
覧
料
が
必
要
）

■
申
込　

　
　

当
日
受
付
（
先
着
順
）

催
し

井
伊
直
亮
画
像
（
清
凉
寺
蔵
）

徳
川
治
宝
画
像

（
和
歌
山
市
立
博
物
館
蔵
）

松
浦
清
山
（
三
勇
像
よ
り
）

（
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
）

特
別
展
「
コ
レ
ク
タ
ー
大
名　

井い

伊い

直な
お

亮あ
き

　
　
　
　
　
　

― 

知
ら
れ
ざ
る
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
貌 

―
」
関
連
事
業

城
郭
博
物
館
三
館
連
携
講
演
会


